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【日本語訳】 

GRADEガイドライン: 2. 疑問の定式化と重要なアウトカムの決定 

抄録 

GRADEにおいては、対象となるセッティング、集団、介入、対象を明確に示すことが要求さ

れる。さらに、研究から得られるエビデンスが利用できるかどうかに関わらず、全ての重要なア

ウトカムを明確に示す必要がある。治療に関するある特定に疑問に関し、似たような効果の大

きさがあるとするには、研究間で集団、介入、アウトカムが十分似ているべきである。ガイドライ

ン作成者は、エビデンスの収集前に各アウトカムの相対的重要性を示し、エビデンスの要約後

も再び各アウトカムの相対的重要性を示すべきである。代理アウトカムの重要性を考慮する場

合は、著者らはまず当該代理アウトカムによって代替される患者にとって重要なアウトカムの重

要性を評価した上で、アウトカムの非直接性を理由にエビデンスの質をグレードダウンすべき

である。 
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